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知床半島CDほぼ中央部を横断し、斜里．ラウス間を結ぶ国道334号線の峠が「知床峠」です。半島０，

主峰ラウス岳の眼下にある環高738ｍのどの峠からは、オホーツク海の展田、ラウス岳の勇姿と山麓に

拡がる大樹海、そして根室海峡を隔て渥国後島を望むこができ、シーズンには多くdDInl光客で霞ｵﾌいき
見せています。

シーズンオフに近づい疋峠己は、時おり訪れるiH光客が

冷疋い北風に懇哩をあけながら肥念写真を掘り終えると、

翻元をおさえながら足速に通り去って行琶哉す。

多彩な色で脇られてし］だラウス岳山鰯も合は色あせ、ダ

ケカンパの衝褐色に変色し疋葉が散る頃、知床峠は通行止

めとなり長い冬の眠りに入ります。杠蘂の…￣葱|豈恵源,Ⅷ」馳
知床連山の紅葉も高山帯から徐々に低地へと降り始めだ10月２．３Ｂの両日、森林センター主髄期１１

回「森林レク・ｉｎ知床」を知床自然観察教育林で実魔しましだ。平曰の実魔とあって主婦層を中心と

しだ－行は、霧林インストラクターに引率ごれ背丈l愚とのクマイ笹を掻き分け、録一色の針葉樹林、鮮

やかな矼璽や蘭色に染まつ尼広璽樹林を潜り抜け、目的地の「轟の竃」まで紅葉ウオツチンクを楽しみ

ましだ。途中、うつそうとし庭森林内に突然ポツカリ開け庵ポンホロ沼乙は、「Ｂ常生活の慌疋だしい

［知床峠から望む国後島］
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全国的に不願紅天候はここ知床にも及んでいます。森林

センターの窓から一望で愚ろ知床連山は、その壮大芯山容

を暫く見せてくれません。そん紅日々が続いてし{だ10月１６

日、突然霞の切れ間にその姿を現し疋知床連山は、白く雷

化笹し卿台を冬景色に変えていましだ。

厳しい冬がくるまどのわずかな期間、睦乙は動拘たちが

せっせと題肪を謡え、河では鱒が河床を黒く埋めつくす程

大群となって遡上し塵卵しています。自然と動物が知床に

冬ちかしき告げています。
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中に、予期せぬ休息の晴間が突然おとづれだよう１」

などと主婦ならどlまの感想も聞かれましだ。、H察林の

各ポイントでは、森林の役割や国民一人当疋りが１年

間に使用する木材の因、そして森林浴がなぜ体に良い

のかｌ荘との説明を受け、あら）Eめて森林の皿要性に

ついて再鴎鐡しだ犠子でした。往復４ｋｍの行程を照

駆走破し疋鯵加者から、慌疋だしい日々が綴＜主婦に
しり

とって「普段雷積さrL尼ストレスを、この知床の森林

が職和し解消してくれだＩ上武だ「健康的で圃高１

何ｋｇ趣せだかしら！」などの愚X､ｽﾞﾌﾞ寄せられており、

有恵輯怠一日を過ごしてい庵だきましだ。

［雪化砿し疋知床の連山］
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毎年、地元の特産品をＰＲすると共に、安価ご提供し、町の産蕊振興を因ることを目的としだ「しれ

とご産蕊譲つり」が去る１０月６日開催されましだ。

合年も、知床森林センターと洞璽営林署台同乙、航空写風、年輪あてクイズ、丸太切りコーナーを出

展し疋他、キノコの標本展示、まだ、「自分で作る再び」のテーマの下、職員力作による「押し花の使

い方いろいろ」や「木錬の作り方」紹介コーナーも設け、知床国有林の沼介と共に「森林と楽しむ」こ

との啓醗普及に努めましだ。キノコの標本コーナーは、鰻も身近なこととあって切Tl目なく人が1万rL、

[教宵孤震林内を歩く参加者だら］
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霧翻蝿鐙轍1フ二>ﾜ､、
平戚３年度，国有林野躯藁藁閥研究発表会が林野庁で閲雌されましだ。

発覆は技術研究部会と粟務改雪部会に分れ、北見営林支局からは各部会に－課題づつ発表しましだが、

業務改圏部会ご知床森林センター村上技術専門官が、森林センター設立以来１１回のイベント実錨鯉験

琶もとに「森$ルクの企画と運営について」と題して発衷しミスリーエム囲会会優賞を受賞しましだ。

令回の発翌は、イベントの実鷹にあだり「企画から運営」にいｌＥるまでの手碩をマニュアルとして薮

とめ尼ものごあり、初めて森林教室ほどイベント透企画担当する人々にも、.迷うことなく目的に瀧つだ

イベントの実libができるよう項目別に整理し、即実蝕可能にまとめだものこす。国有林ＰＲを目的とし

痘各掴イベントは、合後ますます各薯で地続けることが予測されており、この「イベント・マニュアル」

の活用ご効軍的に実礎運営できるものと、各方面から期持が寄せられています。

「これ詞キノコ？」「アシごＴｌ麓ぺられろの！」荘とと鬮

員に尋ねてい議しだ。押し花の使い方コーナーや木螺の作

り方コーナー芒は「こん荘使い方ができるの、」「これ手

作り？」趣どの感喫の窟が聞かれましだ。

また、昨年、好評ごあつだ丸太切りコーナーは、合年も

子供達に人気が渇く、思い思いの形に切り取り、ドリルで

穴をあけて、「壁かけにするんだ！」「ペン立てにする」

荘と、使い方に思いをはせ、自分乙作つだごとへの濁足感

［国有林の紹介コーナー］に･だっていましだ。


